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「がん」と言われたら・・・

なにを考えますか？



「頭が真っ白になった」

「先生の話は聞いたけど、ほとんど覚えていない」

「なぜわたしが…」「なにも考えられない」



青森県のがん療養冊子

「がん」という病気について正しく理解して、

正しく怖がること、

さらに言えば怖がり過ぎないこと

• 「がん」についての正しい情報を得て、怖がりすぎずに前向きな一歩を

踏み出すきっかけにしていただきたいと思います。

• この冊子が活用され、あなたにそっと寄り添うような助けに繋がれば、

これほどうれしいことはありません。

令和6年３月 青森県がん診療連携協議会 部会長 丹野 弘晃



本日の内容

•がん とは

•がんと診断されたときに

•がん相談支援センター

•治療の時期と困りごと

•治療と仕事の両立

•治療の影響と生活の工夫

•アドバンスケアプランニング



がん
•日本人が一生のうちにがんと診断される確率は2人に1人
•日本人ががんで死亡する確率は（2023年データ）

男性 4人に1人 女性 6人に1人

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（厚生労働省人口動態統計）

1位 2位 3位 4位 5位

男女計 肺 大腸 膵臓 胃 肝臓

男性 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓

女性 大腸 肺 膵臓 乳房 胃

がん死亡数の順位（2023年）

1位 2位 3位 4位 5位

総数 大腸 肺 胃 乳房 前立腺

男性 前立腺 大腸 肺 胃 肝臓

女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮

がん罹患数の順位（2021年）



がんと診断されたときに

•今の気持ちを誰かに話してみませんか。

•思いを上手く伝えられないときには

がん相談支援センター



がん相談支援センター
•患者さんだけでなく、ご家族や地域の皆様など どなたでも

•診断や治療の状況にかかわらず

どんなタイミングでも、どんなことでも

医療費 がん治療に伴う悩み

がんの緩和ケアや療養上の相談

がんの治療と仕事の両立

今後の生活などの悩み

その他…



周りから
どう
見えるか

どうやって
働いて
いこうか

ACP(アドバンスケアプランニング)

多職種の介入

家族の
こと

これから
どうなる
のか

最期は
どう過ごし
たいか



•思いを聴く

•専門家へ連携

•正しい情報を伝える

•患者の希望を医師へ
伝える

家族の
こと

これから
どうなる
のか

診断された直後から治療を開始するまで

仕事の
こと

病気の
こと 子どもの

こと

お金の
こと

不安
眠れない



昨日は本当に、ショックでパニックで。

こう見えてうどんとか好きなの。

もうやり残したこともないし、苦しい
のは嫌だし、治療しなくてもいいかな

やっぱり食べたいから頑張ろうかな。

「食べたい」って気持ちがでてきた。

一時期、治療期間中に痛い期間があります

「食べる」ためには治療が必要であること
起こり得る効果、副作用について説明

痛いの？



•思いを聴く

•副作用への対処方法

•利用できる制度を紹介

•専門家へ連携

治療継続中

周りから
どう
見えるか

職場での
無理解

お金の
こと

副作用が
でて辛い

元の自分
とは違う

調子が悪いのは、
病気が悪くなっ
てるのかな

他の人は
どうして
るのかな



治療と仕事の両立

•がんと診断を受けて退職・廃業した人は

就労者の2～3割

•そのうち、初回治療までに退職・廃業した人は

56.8%

がん治療を開始してからは…

通院と仕事の日程の調整なども

厚生労働省,仕事と治療の両立支援, 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/gan_byoin_00008.html



治療の影響と生活の工夫

•例えば化学療法中…

副作用で手が痺れる

髪が抜ける

・放射線療法中…

・手術後…



治療を終えて落ち着いている時期

仕事は
続けたい

通院の日は
〇曜日だと
いいな

同じように
働いていい
のかな

お金の
こと

今まで通りは
働けないかも
しれない

・相談窓口の紹介
・思いを聴く



•思いを聴く。

•住み慣れた場所で
過ごす

•在宅医療

人生の最終段階

医者も
看護師も
居ないのは
不安

家のこと
ちゃんと
やって
おきたい

痛いのも
苦しいのも
嫌だな

家に
帰りたい

家族に
迷惑をかけ
たくない

家族と
過ごしたい



がんと生きる人々の近くに

•心配なこと、気になることを聞かせてください。

•看護師が全ての悩みを解決できるわけではありません。

•みなさんにとってよりよい選択を、一緒に考えることは
できます。

•多職種との連携 多職種へ繋ぐ役割



周りから
どう
見えるか

どうやって
働いて
いこうか

ACP(アドバンスケアプランニング)

多職種の介入

家族の
こと

これから
どうなる
のか

最期は
どう過ごし
たいか



アドバンスケアプランニング

•自分のこれからのこと

•自分の大事にしたいこと

•もしものときのこと
もしものときには、
もう話せない
かもしれない

あなたにとって大切な人と
これからのことを話してみませんか？

途中で考えが
変わってもOK

揺れて良い

繰り返し
話し合う



ご清聴ありがとうございました。
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